
MMU SHiP vol.071

MU SH PM宮崎公立大学の今を伝える

エムエムユー
シップ

しっぽり語る。
KYO-SHiP
CIRCLE DE GOSHiP
連続リレーエッセイ いいだしっぺ
事務局組織体制変更のお知らせ
MMU NEWS PLUS
未来の compass 

今回の表紙  韓国の料理と異文化実習で韓国に向かう MMU の学生
特集１のテーマは、MMU の短期留学プログラムの一つ「異文化実習」の様子につい
て。今回は、蔚山大学校（韓国）で実施された異文化実習の現場に職員記者が赴き、
MMU の学生がどのような学びを得ているか密着取材しました。留学中の様子やプロ
グラムの内容を詳細にお伝えします。10vol.

宮崎公立大学広報誌『MMU SHiP vol.10』は、ＭＭＵの職員が企画・取材・執筆・デザインを行いました。
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世界へ漕ぎだせ！視界よしっ！
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異文化実習
in Korea

特集２

地域在来野菜の伝統的活用と新たな創造に向けて
人文学部教授　永松　敦
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異文化実習inKorea
　
平
成
28
年
度
の
韓
国
異
文
化
実
習
に
参
加
し
た
の
は

1
～
2
年
生
合
計
21
人
。
前
年
度
の
韓
国
実
習
が
Ｍ
Ｅ

Ｒ
Ｓ
の
影
響
で
中
止
に
な
っ
た
経
緯
も
あ
り
、
今
年
度

は
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。
異
文
化
実
習
は
正
規

の
授
業
科
目
で
あ
り
、
韓
国
渡
航
前
の
前
期
授
業
期
間

に
3
コ
マ
の
事
前
研
修
、
さ
ら
に
、
帰
国
後
に
３
コ
マ

の
事
後
研
修
を
実
施
し
て
、
所
定
の
成
績
を
修
め
れ
ば

２
単
位
が
付
与
さ
れ
る
。

　
8
月
6
日
に
宮
崎
空
港
を
出
発
し
、
福
岡
空
港
経
由

で
釜
山
の
金
海
国
際
空
港
に
到
着
。
そ
の
後
、
語
学
・
文

化
研
修
を
実
施
す
る
蔚
山
大
学
校
の
送
迎
バ
ス
で
蔚
山

大
学
校
ま
で
移
動
し
、
留
学
生
宿
舎
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。

3
週
間
の
研
修
期
間
を
こ
こ
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。

　
留
学
生
宿
舎
の
国
際
館
は
現
代
的
な
高
層
建
築
で
、
高

層
階
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
が
研
修
生
に
与
え
ら
れ
る
。
部
屋
は

2
人
一
部
屋
の
ワ
ン
ル
ー
ム
で
、
各
部
屋
に
は
専
用
の

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、デ
ス
ク
、冷
蔵
庫
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

部
屋
の
鍵
は
パ
ス
ワ
ー
ド
式
の
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
だ
。

　
朝
食
は
留
学
生
宿
舎
の
食
堂
で
提
供
さ
れ
、
昼
食
と

夕
食
は
大
学
内
に
複
数
あ
る
学
生
食
堂
や
カ
フ
ェ
、
大

学
周
辺
の
飲
食
店
で
自
由
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

チ
キ
ン
や
ピ
ザ
等
の
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
学
生
も
多
い
。

　
蔚
山
大
学
校
で
の
研
修
は
、
韓
国
語
の
授
業
と
韓
国

文
化
体
験
で
構
成
さ
れ
る
。
本
研
修
に
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｕ
の

他
に
も
福
岡
大
学
、
島
根
県
立
大
学
、
愛
媛
大
学
、
目

白
大
学
が
参
加
し
て
お
り
、
す
べ
て
の
学
生
は
研
修
初

日
に
韓
国
語
の
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
を
受
け
、
習

熟
度
別
に
５
段
階
の
ク
ラ
ス
に
振
り
分
け
ら
れ
る
。

　
韓
国
文
化
体
験
は
、
韓
国
陶
芸
や
テ
コ
ン
ド
ー
、
民

族
衣
装
、
韓
国
料
理
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
体
験
型
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
蔚
山
の
観
光
名
所
や
現
代
自
動
車
の

蔚
山
工
場
、
古
都
慶
州
の
サ
イ
ト
ビ
ジ
ッ
ト
な
ど
、
豊

富
な
メ
ニ
ュ
ー
が
揃
う
。

　
3
週
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
学
生
は
韓
国
語

と
韓
国
文
化
に
つ
い
て
学
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
が
、

MMU はすべての学生が参加できる約 1 か月の短期留学プログラムとして、「異文化実習」を世界 6 か
国で行っています。今回は、平成 28 年 8 月に実施した韓国での実習の様子を密着取材しました。

蔚
山
大
学
校
で
の
３
週
間
の

韓
国
語
・
韓
国
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

本
研
修
の
一
番
の
魅
力
は
、
蔚
山
大
学
校
の
韓
国
人
学

生
と
の
交
流
機
会
が
豊
富
で
あ
り
、
友
人
が
た
く
さ
ん

で
き
る
点
に
あ
る
。

　
蔚
山
大
学
校
は
、
本
研
修
の
た
め
に
日
本
語
が
堪
能

な
学
生
を
「
学
生
ス
タ
ッ
フ
」
と
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
を

雇
用
し
て
お
り
、
語
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
の
業
務
の
中

心
を
担
う
。「
学
生
ス
タ
ッ
フ
」
は
、
歓
送
迎
の
パ
ー

テ
ィ
ー
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
主
体
的
に
企
画
・
運
営
す

る
ほ
か
、
日
々
の
研
修
の
様
子
を
写
真
に
収
め
、
韓
国

人
教
職
員
の
同
時
通
訳
ま
で
こ
な
す
。

　
ま
た
、日
本
人
と
の
交
流
を
希
望
す
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
」

が
、そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
担
当
す
る
。
本

学
の
参
加
者
は
１
〜
２
年
生
で
あ
り
、パ
ー
ト
ナ
ー
は

蔚
山
大
の
２
〜
３
年
生
が
多
い
の
で
、「
韓
国
人
の
お
兄

ち
ゃ
ん
（
オ
ッ
パ
）と
お
姉
ち
ゃ
ん
（
オ
ン
ニ
）」
が
で

き
る
感
覚
で
あ
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
は
研
修
期
間
中
の
様
々

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
同
行
し
、大
学
や
近
辺
を
案
内
し
て
く

れ
た
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
昼
食
・
夕
食
を
共
に
し
て

く
れ
た
り
す
る
。
休
日
に
は
、蔚
山
近
郊
や
釜
山
ま
で
一

緒
に
遊
び
に
行
く
。
も
は
や
、「
友
達
を
作
る
な
」
と
い

う
方
が
難
し
い
ほ
ど
に
交
流
を
深
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
研
修
最
終
日
の
午
前
中
は
、
韓
国
語
の
ス
ピ
ー
チ
大

会
が
開
催
さ
れ
る
。
学
生
た
ち
は
、
韓
国
語
ク
ラ
ス
の

指
導
教
員
や
パ
ー
ト
ナ
ー
た
ち
が
見
守
る
中
、
３
週
間

の
韓
国
語
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
。

視 界
よしっ!YOSH i P !

世界へ漕ぎだせ !

蔚山大学校の留学生宿舎の一つ、国際館。夏季
休暇期間は短期留学生を受け入れ、新学期が始
まると長期留学生の宿舎として使用されている。

留学生宿舎の室内。高層階のため、窓からの見
晴らしが良い。

クラス分けのためのプレイスメントテスト。日
本の他大学で韓国語を学ぶ学生との交流も生ま
れる。

留学生宿舎の食堂での朝食。「日本よりも朝か
ら重たいものをしっかり食べる」との感想も。

テコンドー体験。本格的な演舞の後、マンツー
マンで教わる。

民族衣装体験

韓国語のクラスは１０人前後で構成され、座学
だけではなくゲームも取り入れられている。

韓国式陶芸「オンギ」体験蔚山の商店街で開催される「水鉄砲祭り」。泡
だらけになって楽しめるのは若者の特権。パー
トナーと友情を深め、様々な思い出ができる。

特集１　異文化実習 in Korea

サイトビジット（慶州）の様子
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午
後
は
、「
隠
し
芸
大
会
」
と
い
う
名
目
の
出
し
物
の

発
表
会
。
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
と
も
に
、
各
韓
国

語
ク
ラ
ス
単
位
で
練
習
し
た
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
る
。

　
そ
の
後
修
了
式
が
開
催
さ
れ
、
ス
ピ
ー
チ
大
会
の
受

賞
者
の
発
表
と
表
彰
、
研
修
の
修
了
証
の
授
与
が
行
わ

れ
る
。
学
生
た
ち
は
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
担
当
教
員
の
誕

生
日
を
祝
っ
た
り
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
フ
ラ
ン
ク
な
雰

囲
気
の
中
で
セ
レ
モ
ニ
ー
は
進
行
す
る
。

　
最
後
に
、
研
修
の
様
子
を
ま
と
め
た
メ
モ
リ
ア
ル
ム
ー

ビ
ー
が
上
映
さ
れ
る
。
こ
れ
は
学
生
ス
タ
ッ
フ
リ
ー
ダ
ー

の
ミ
ン
ス
君
が
２
週
間
か
け
て
編
集
し
た
、
30
分
に
渡

る
力
作
で
あ
る
。
３
週
間
の
研
修
期
間
に
撮
り
た
め
ら

れ
た
数
千
枚
に
及
ぶ
写
真
や
動
画
が
、
プ
ロ
顔
負
け
の

技
術
で
編
集
さ
れ
て
い
る
。
研
修
生
や
パ
ー
ト
ナ
ー
た

ち
が
、
笑
顔
で
研
修
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
素
敵

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
（
な
お
、
こ
の
メ
モ
リ
ア
ル
ム
ー

ビ
ー
と
写
真
は
、
帰
国
日
に
す
べ
て
の
参
加
者
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
る
）。

　
最
終
日
の
夜
は
、
国
際
館
の
大
部
屋
で
送
別
会
が
開

催
さ
れ
る
。
パ
ー
テ
ィ
ー
の
後
も
、
研
修
生
は
韓
国
人

の
パ
ー
ト
ナ
ー
た
ち
と
外
食
に
出
か
け
た
り
、
宿
舎
の

部
屋
で
語
ら
い
な
が
ら
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
た
。

　
蔚
山
大
学
校
で
の
研
修
を
終
え
、
韓
国
人
学
生
と
の

涙
の
別
れ
の
後
、
研
修
生
は
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
で
韓
国

の
首
都
ソ
ウ
ル
に
向
か
う
。
学
生
が
最
も
楽
し
み
に
し

て
い
る
自
由
行
動
の
時
間
も
あ
る
が
、
ソ
ウ
ル
研
修
の

一
番
の
目
的
は
、
日
韓
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
を
深
め

る
こ
と
だ
。
そ
の
中
で
も
、
ソ
ウ
ル
研
修
2
日
目
の
Ｄ

Ｍ
Ｚ
（
非
武
装
地
域
）
ツ
ア
ー
で
は
、
韓
国
と
北
朝
鮮

の
国
境
を
実
際
に
訪
問
す
る
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｚ
ツ
ア
ー
に
参
加
で
き
る
の
は
、通
常
事
前
に
予

約
を
し
て
い
る
観
光
客
と
在
韓
米
軍
の
家
族
、外
国
政
府

の
高
官
に
限
ら
れ
る
と
い
う
。
韓
国
と
北
朝
鮮
の
政
治
状

況
に
よ
っ
て
は
、
当
然
ツ
ア
ー
は
中
止
さ
れ
る
。
Ｍ
Ｍ
Ｕ

の
学
生
が
参
加
し
た
日
の
ツ
ア
ー
は
、韓
米
の
共
同
軍
事

演
習
の
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、参
加
者
は
バ
ス
2
台

分
の
一
般
人
と
、
米
軍
関
係
者
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

４
泊
５
日
の
ソ
ウ
ル
研
修

平成 27 年度 MMU 交換受入留学生の李恩知さん
（本誌 8 号に登場）も、スピーチ大会で研修生の
応援に駆けつけてくれた。

「隠し芸大会」での出し物。韓国語クラスのメ
ンバーと授業の合間に練習して準備したとのこ
と。

メモリアルムービーの上映会。３週間の青春
ドラマに仕上がっていた。

韓国の首都、大都会ソウルでの自由行動は、学生
が最も楽しみにしている時間。複雑に交差する地
下鉄を乗り継いで、それぞれの目的地を目指す。

平成 28 年度韓国蔚山大学校異文化実習プログラム内容
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ug.29
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A
ug.30

火

プ
ロ
グ
ラ
ム

A
M

（9:00-12:00

）

PM

（14:00-17:00

）

出
発
・
蔚
山
大
学
校
到
着

プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
対
面
式
等

韓
国
語
授
業 

１

韓
国
語
授
業 

３

韓
国
語
授
業 
４

韓
国
語
授
業 

６

韓
国
語
授
業 

８

韓
国
語
授
業 

９

韓
国
語
授
業 

11

韓
国
語
授
業 

13

韓
国
語
授
業 

14

韓
国
語
授
業 

16

韓
国
語
ス
ピ
ー
チ
大
会

韓
国
語
授
業 

２

韓
国
文
化
体
験
（
陶
芸
）

韓
国
語
授
業 

５

韓
国
語
授
業 

７

韓
国
文
化
体
験
（
テ
コ
ン
ド
ー
）

韓
国
語
授
業 
10

韓
国
語
授
業 

12

韓
国
文
化
体
験
（
韓
国
料
理
）

韓
国
語
授
業 

15

韓
国
語
授
業 

17

修
了
式
・
送
別
会

韓
国
文
化
体
験
（
慶
州
見
学
）

自
由
行
動

自
由
行
動

韓
国
文
化
体
験
（
伝
統
文
化
体
験
）

自
由
行
動

自
由
行
動

ソ
ウ
ル
ツ
ア
ー
（
独
立
記
念
館
見
学
）

ソ
ウ
ル
ツ
ア
ー
（
板
門
店
見
学
）

ソ
ウ
ル
自
由
行
動

ソ
ウ
ル
自
由
行
動

帰
国

日
程
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韓
国
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化
体
験
（
蔚
山
見
学
）
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ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
た
現
在
、
韓
国
と
北
朝
鮮

は
現
存
す
る
唯
一
の
東
西
冷
戦
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
た

国
家
で
あ
り
、
Ｄ
Ｍ
Ｚ
は
そ
の
最
前
線
で
あ
る
。
朝
鮮

戦
争
停
戦
後
の
約
60
年
間
、
現
在
に
至
る
ま
で
両
国
兵

士
が
至
近
距
離
で
に
ら
み
合
い
を
続
け
て
い
る
。

　
ツ
ア
ー
参
加
者
は
二
度
に
渡
る
厳
し
い
パ
ス
ポ
ー
ト

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、
韓
国
軍
か
ら
服
装
や
持
ち
物
、
言

動
、
表
情
に
ま
で
厳
し
い
規
制
が
な
さ
れ
る
。
同
行
ガ

イ
ド
か
ら
、
韓
国
は
徴
兵
制
が
敷
か
れ
て
お
り
、
十
八

歳
以
上
の
男
性
は
わ
ず
か
な
俸
給
（
月
給
一
万
五
千
円

程
度
）
で
二
年
間
の
兵
役
義
務
が
課
さ
れ
、
名
門
大
学

に
進
学
し
た
大
学
生
や
芸
能
人
に
至
る
ま
で
、
例
外
な

く
徴
兵
さ
れ
る
こ
と
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
る
。　
　

　
Ｄ
Ｍ
Ｚ
内
で
バ
ス
に
乗
り
込
み
国
境
ま
で
同
行
す
る

韓
国
兵
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｕ
の
学
生
と
ほ
ぼ
同
年
齢
で
あ
る
。

筋
骨
た
く
ま
し
い
体
躯
、
迷
彩
服
に
編
み
上
げ
ブ
ー
ツ
、

銃
弾
が
装
填
さ
れ
た
拳
銃
、
有
無
を
言
わ
せ
な
い
威
圧

的
な
兵
士
と
し
て
の
言
動
に
、
研
修
生
た
ち
は
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
緊
張
感
に
包
ま
れ
る
。
そ
し
て
国
境
で

は
、
蝋
人
形
の
よ
う
に
微
動
だ
に
せ
ず
立
ち
続
け
る
韓

国
兵
と
、
わ
ず
か
数
十
メ
ー
ト
ル
向
こ
う
で
こ
ち
ら
を

監
視
し
て
い
る
北
朝
鮮
の
兵
士
を
肉
眼
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
国
境
と
武
力
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
実
感
せ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
蔚
山
大
学
校
で
の
研
修
で
た
く
さ
ん
で
き
た
韓
国
人

の
友
人
た
ち
。
外
見
や
住
環
境
、
若
者
と
し
て
の
余
暇

の
過
ご
し
方
も
日
本
人
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
し

か
し
、
日
本
で
は
感
じ
た
こ
と
の
な
い
国
境
と
武
力
の

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
は
、
研
修
生
た
ち
に
両
国
の
圧
倒
的
な

差
異
を
見
せ
つ
け
る
。
そ
の
瞬
間
、
机
上
の
知
識
だ
っ

た
世
界
史
が
、
他
人
ご
と
で
は
な
く
自
分
に
つ
な
が
る

「
生
き
た
知
識
」
と
し
て
立
ち
上
が
る
。
日
本
に
徴
兵

制
が
な
い
こ
と
、
陸
続
き
の
国
境
が
な
い
こ
と
、
民
族

が
国
境
に
よ
り
分
断
さ
れ
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考

え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
こ
の
圧
倒
的
な
現
実
が
起
き

て
い
る
の
は
、
つ
い
数
日
前
に
涙
を
流
し
抱
き
合
っ
て

別
れ
た
友
人
た
ち
の
国
な
の
だ
か
ら
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｚ
の
見
学
を
終
え
た
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
、
無

表
情
で
寡
黙
だ
っ
た
韓
国
兵
が
〝You can take a 

picture w
ith m

e

〟
と
言
い
な
が
ら
ニ
カ
ッ
と
笑
っ

た
瞬
間
、
研
修
生
た
ち
か
ら
「
笑
っ
た
！
」「
笑
う
ん

だ
！
」
と
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　

３
週
間
に
及
ぶ
研
修
で
、
学
生
た
ち
は
何
を
感
じ
、

何
を
得
た
の
か
。

　
研
修
生
の
成
果
報
告
書
に
よ
る
と
、
ま
ず
「
韓
国
語

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
環
境

に
身
を
置
い
た
こ
と
で
、
韓
国
語
の
リ
ス
ニ
ン
グ
と
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
の
能
力
が
向
上
し
た
」
と
い
う
語
学
面
で

の
成
長
の
実
感
で
あ
る
。
韓
国
語
の
授
業
を
は
じ
め
、

パ
ー
ト
ナ
ー
、
観
光
や
買
い
物
で
出
会
う
韓
国
の
地
域

住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
全
て
が
、
語
学
学

習
に
つ
な
が
る
。

　

一
方
で
、「
韓
国
語
で
表
現
し
た
い
内
容
に
ま
だ
ま

だ
語
学
力
が
追
い
つ
か
な
い
」
と
、韓
国
語
学
習
の
ゴ
ー

ル
の
遠
さ
を
実
感
し
た
学
生
も
多
く
、
帰
国
後
の
勉
強

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、語
学
に
限
ら
ず
、パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
出
会
っ

た
韓
国
人
学
生
の
、
大
学
生
活
や
将
来
に
対
す
る
意
識

の
高
さ
に
刺
激
を
受
け
た
学
生
も
い
る
。「
ダ
ラ
ダ
ラ

と
ス
マ
ホ
を
つ
つ
い
て
い
る
時
間
に
や
れ
る
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
る
」
と
気
づ
か
さ
れ
た
と
い
う
。

　
「
現
在
ど
の
よ
う
な
目
標
を
持
ち
な
が
ら
大
学
で
学

び
、
卒
業
後
は
何
を
す
る
の
か
」
と
い
っ
た
話
が
で
き

る
友
人
は
貴
重
で
あ
り
、
外
国
人
な
ら
な
お
さ
ら
で
あ

る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
世
界
中
で
同
年
代
の
大
学

生
が
学
び
、
将
来
に
備
え
て
い
る
が
、
国
境
を
越
え
な

け
れ
ば
こ
の
事
実
は
実
感
で
き
な
い
。

　
加
え
て
、
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
出
来
事
と
し
て
、

ソ
ウ
ル
研
修
で
訪
問
し
た
Ｄ
Ｍ
Ｚ
や
独
立
記
念
館
で
の

体
験
を
挙
げ
る
学
生
も
多
い
。
韓
国
語
と
韓
国
文
化
を

学
び
、
友
好
関
係
を
築
い
て
い
く
上
で
、
日
韓
の
歴
史

認
識
を
め
ぐ
る
問
題
は
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
両
国
に
お
い
て
感
情
的
な
衝
突
が
絶
え
な
い
デ
リ

ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
メ
デ
ィ
ア
に
溢
れ

る
真
偽
の
定
か
で
は
な
い
情
報
を
鵜
呑
み
に
す
る
の
で

は
な
く
、
自
分
自
身
で
現
地
を
訪
れ
、
客
観
的
な
事
実

を
認
識
し
、
相
手
の
意
見
に
も
耳
を
傾
け
、
主
体
的
に

思
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
「
お
互
い
の
国
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
友
好
関
係
を
築

く
第
一
歩
だ
と
思
う
」
と
冷
静
に
話
す
独
立
記
念
館
の

ス
タ
ッ
フ
や
、「
い
つ
か
北
朝
鮮
に
住
む
お
父
さ
ん
に
会

海
外
の
異
文
化
に
飛
び
込
む
意
義
い
た
い
」
と
い
う
Ｄ
Ｍ
Ｚ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
切
実
な
声

に
、
大
き
な
感
銘
を
受
け
た
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。

　
関
連
し
て
、「
韓
国
人
は
日
本
の
近
代
史
に
つ
い
て
、

日
本
の
政
治
家
の
名
前
も
挙
げ
な
が
ら
ス
ラ
ス
ラ
説
明

し
、
日
本
人
の
自
分
よ
り
も
詳
し
い
」
こ
と
に
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
、
帰
国
後
に
歴
史
を
学
び
直
し
た
い
と
意
欲

に
燃
え
る
学
生
も
い
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
に
共
通
す
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
日

本
で
過
ご
し
て
き
た
人
生
の
中
で
出
会
う
こ
と
の
な

か
っ
た
「
海
の
向
こ
う
の
他
者
」
と
い
う
比
較
対
象
を

通
し
て
、
自
分
の
国
や
文
化
、
言
語
、
そ
し
て
自
分
自

身
の
生
き
方
を
再
考
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
体
験
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、

今
後
の
学
生
た
ち
の
大
学
で
の
学
び
や
卒
業
後
の
人
生

に
、
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　
大
学
生
の
長
い
夏
休
み
期
間
に
行
わ
れ
る
、
韓
国
で

の
充
実
し
た
３
週
間
の
短
期
留
学
。
Ｍ
Ｍ
Ｕ
で
は
、
蔚

山
大
学
校
と
の
交
流
協
定
に
よ
り
授
業
料
及
び
留
学
生

宿
舎
費
用
が
無
料
と
な
り
、
学
生
自
己
負
担
額
は
７
万

円
弱
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
左
表
参
照
）。

　
ダ
ラ
ダ
ラ
と
ス
マ
ホ
を
つ
つ
い
て
い
る
う
ち
に
夏
休

み
が
終
わ
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
も
っ
た
い
な
い
。

微動だにせず、国境に向かって仁王立ちの韓
国兵。向かいの建物の入り口には、北朝鮮の
兵士の姿が肉眼で確認できる。訪問日の前日
は記録的な猛暑日で、炎天下に立ち続けた兵
士が倒れたことをガイドが教えてくれた。

平成 28 年度韓国蔚山大学校異文化実習費用一覧

記
者(

以
下
、
記)

：
異
文
化
実
習
に
参
加
し
た

き
っ
か
け
は
？

﨑
山(

以
下
、
﨑)

：
韓
国
語
を
勉
強
し
た
く
て

Ｍ
Ｍ
Ｕ
を
選
ん
だ
の
で
、
入
学
前
か
ら
決
め
て

い
ま
し
た
。

記
：
蔚
山
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ど
う
で
し
た
か
？

﨑
：
実
習
前
は
韓
国
語
を
話
す
際
に
小
さ
な
間

違
い
を
気
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
蔚
山
で
は
当

然
韓
国
語
以
外
使
え
な
い
環
境
で
す
。
毎
日
韓

国
語
で
会
話
し
て
い
る
う
ち
に
、
韓
国
語
を
話

す
こ
と
に
抵
抗
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
一
番
大

き
な
収
穫
で
す
ね
。

記
：
３
週
間
で
一
番
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
？

﨑
：
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
が
、
一
番
は
や
っ
ぱ

り
Ｄ
Ｍ
Ｚ
で
す
ね
。
韓
国
と
北
朝
鮮
の
国
境
に
つ

い
て
教
科
書
で
読
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、

ど
こ
か
他
人
事
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
訪
問
し
て
み
て
、
兵
士
の

威
圧
的
な
態
度
や
国
境
の
風
景
か
ら
、
韓
国
と
北

朝
鮮
の
緊
張
関
係
が
現
在
も
続
い
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
中
で
も

１・２
を
争
う
ほ
ど
衝
撃
的
な
体
験
で
し
た
。

記
：
帰
国
後
に
感
じ
て
い
る
変
化
は
？

﨑
：
ア
ル
バ
イ
ト
先
で
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

で
働
い
て
い
る
韓
国
人
と
、
以
前
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
あ
と
、
韓

国
で
た
く
さ
ん
友
人
が
で
き
た
こ
と
で
、
韓
国

語
の
授
業
に
も
以
前
よ
り
力
が
入
っ
て
い
ま
す
。

記
：
来
年
度
の
参
加
を
考
え
て
い
る
後
輩
に
一
言

﨑
：
韓
国
語
が
で
き
な
く
て
も
、
ま
ず
は
飛
び

込
ん
で
み
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
言

蔚山大学校での
授業料 交流協定により免除

蔚山大学校での
宿舎滞在費 交流協定により免除

蔚山大学校滞在中の
朝食・保険料 約 13,000 円

渡航費
（航空券、ソウルツアー料含む）

約 50,000 円
（10 万円の半額を MMU が助成）

合計（自己負担額） 約 63,000 円

特集１　異文化実習 in Korea

MMU SHiP vol.10 6

葉
が
通
じ
な

く
て
落
ち
込

む
こ
と
も
あ

る
け
れ
ど
、

そ
れ
も
含
め

て
良
い
経
験

に
な
り
ま
す
。

異文化実習参加者
﨑山 真子さん（２年生）

参
加
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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ー Ｍ Ｍ Ｕ 教 員 の 頭 の 中 ーKYO-SHiP
ＭＭＵの教員が、講義では垣間
見られない「頭の中」を語ります Vol.09

宮元 章次

　昭和 31 年生まれ。筑波大学体育専門学群卒業、
同大学大学院修士課程体育研究科健康教育学専攻修
了。体育学博士。大学院修了後、琉球大学勤務を経
て平成５年より本学に着任。
　専門は運動生理学。平成 23 年に「二重エネルギー
吸収法からみた身体組成の研究」により日本運動生
理学会賞を受賞。また、高校時より始めたハンドボー
ルでは国体選手に選ばれ、指導者、普及者としても
平成 23 年に日本体育協会・日本オリンピック委員
会から功労者表彰、平成 25 年に日本ハンドボール
協会創立 75 周年記念功労者表彰を受ける。

Professor  Shoji Miyamoto
（スポーツ・健康科学）

SH
iPPO

RI

〜
学
生
相
談
員
の
ホ
ン
ネ

　
Ｍ
Ｍ
Ｕ
の
学
生
相
談
室
で
は
、
臨
床
心
理
士
の
先
生
方

が
、
人
間
関
係
や
勉
強
の
こ
と
、
進
路
の
こ
と
な
ど
、
大

学
生
活
を
安
心
し
て
送
れ
る
よ
う
に
様
々
な
悩
み
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
で
も
、
初
め
て
会
う
人
に
自
分
の

悩
み
を
打
ち
明
け
る
の
は
勇
気
が
い
る
こ
と
で
す
よ
ね
。

そ
も
そ
も
ど
ん
な
方
が
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
の
か
も

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｕ
の

学
生
相
談
体
制
の
紹
介
と
し
て
、
学
生
相
談
員
で
あ
る
３

名
の
先
生
方
に
し
っ
ぽ
り
と
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　12：00 ～ 17：00　
　※春季・夏季・冬季休業期間については、一部開室する日があります（要確認）。
　月曜日：坂邉 夕子／水曜日：末吉 理伊子／木曜日：荒川 良枝

・予約票：学生相談室前のポストに予約票を入れてください。
　（予約票はポストに備え付けられています）

・電話受付：専用 TEL （0985）20-1222
　※相談員が不在の場合、保健室へ申し込むと予約できます。

・専用メール：soudan-yoyaku@miyazaki-mu.ac.jp

・自分自身の性格や行動について 
・勉学方法などの修学上の問題 
・進路（進学・就職など）について 
・人間関係（友人・異性・家族など）について 
・こころの健康について 
・からだの健康（睡眠・食事など）について 
・自己の内面的成長について　　　など

その他の相談についても、ご遠慮なくお問合わせください。

笑
い
あ
え
る
瞬
間
を
大
事
に

坂
邉
：
人
と
初
め
て
会
う
と
き
っ
て
緊
張
し
ま
す
よ
ね
。

実
は
私
も
緊
張
す
る
タ
イ
プ
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
初
め

て
の
方
と
お
話
し
す
る
と
き
は
深
呼
吸
し
て
、
ゆ
っ
く

り
と
間
を
と
っ
て
お
話
し
し
ま
す
。
ま
た
、
お
話
し
し

て
い
く
中
で
、
お
互
い
に
笑
い
あ
え
る
時
間
を
作
る
こ

と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

荒
川：そ
う
で
す
ね
、
お
互
い
笑
顔
に
な
れ
る
雰
囲
気
っ

て
大
事
で
す
よ
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
相
談
内
容
に
も
よ
り

ま
す
が
、
私
も
ク
ス
ッ
と
笑
い
あ
え
る
と
き
が
あ
る
と

い
い
な
と
思
い
な
が
ら
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

基
本
的
な
こ
と
で
す
が
、
相
手
の
話
を
聴
く
姿
勢
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
相
手
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
こ

と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
ね
。

末
吉
：
私
も
そ
れ
に
近
い
の
で
す
が
、「
そ
の
人
の
持
っ

て
い
る
力
を
引
き
だ
せ
る
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
こ
と

を
心
掛
け
て
お
話
を
聴
い
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
も
そ

も
相
談
室
の
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る
の
は
勇
気
が
い
り
ま

す
よ
ね
。
自
分
で
何
と
か
で
き
そ
う
な
悩
み
で
あ
れ
ば

別
で
す
が
、
誰
か
に
話
す
こ
と
で
早
く
気
持
ち
が
安
ら

ぐ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
ご
自
分
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
相
談
室
の
ド
ア
を
開
け
て
み
て
ほ
し
い
な
と

思
い
ま
す
。

荒
川
：
優
し
い
お
姉
さ
ん
、
い
や
オ
バ
さ
ん
が
待
っ
て

い
ま
す
よ
（
笑
）。

坂
邉
：
い
え
い
え
、
ま
だ
ま
だ
お
姉
さ
ん
で
す
よ
、
私

た
ち
（
笑
） 

。
そ
れ
に
、「
相
談
」
と
い
う
と
身
構
え

て
し
ま
い
ま
す
が
、
学
生
さ
ん
に
は
「
虫
歯
が
ま
だ
小

さ
い
う
ち
に
治
療
す
れ
ば
早
く
治
る
よ
う
に
、
悩
み
事

も
小
さ
な
う
ち
に
打
ち
明
け
て
み
る
と
い
い
よ
」
と
伝

え
て
い
る
ん
で
す
。

（写真左から）末吉 理伊子先生、坂邉 夕子先生、荒川 良枝先生
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や
ん
ち
ゃ
少
年
、ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
に
目
覚
め
る
。

　
宮
崎
県
都
城
市
に
生
ま
れ
、
幼
少
時
は
朝
か
ら
晩
ま

で
外
で
遊
び
ま
わ
る
子
ど
も
で
し
た
。
誰
か
に
教
わ
る

わ
け
で
も
な
く
自
然
と
鉄
棒
で
大
車
輪
が
で
き
て
い
た

り
、
中
学
時
代
に
は
不
良
を
投
げ
飛
ば
し
た
り
と
、
身

体
が
強
い
方
で
し
た
ね
。
突
然
、「
お
い
、
明
日
高
千

穂
に
行
く
ぞ
！
」
と
友
人
た
ち
を
誘
っ
て
、
早
朝
か
ら

自
転
車
で
高
千
穂
の
山
道
を
登
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
あ
れ
は
楽
し
か
っ
た
な
ぁ
。
野
球
少
年
だ
っ
た
中

学
時
代
を
経
て
、
高
校
か
ら
始
め
た
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
で

は
、
皆
で
強
い
チ
ー
ム
を
作
り
上
げ
て
い
っ
て
、
九
州

大
会
で
ベ
ス
ト
４
に
残
る
ま
で
に
成
長
し
た
ん
で
す
。

あ
の
頃
は
「
宮
元
、
お
前
勉
強
し
な
く
て
大
丈
夫
か
」

と
心
配
さ
れ
る
ほ
ど
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
漬
け
の
毎
日
で
し

た
ね
（
笑
）。

　
最
初
に
勤
務
し
た
琉
球
大
学
で
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
指

導
を
始
め
、
ま
た
普
及
の
た
め
に
離
島
を
回
っ
た
り
も

し
ま
し
た
。
骨
折
を
し
た
学
生
を
病
院
へ
連
れ
て
行
く

こ
と
も
多
く
、
医
師
か
ら
は
「
今
度
は
健
康
な
人
を
連

れ
て
き
て
く
だ
さ
い
」
な
ん
て
言
わ
れ
て
ね
。
そ
の
と

き
に
〝
健
康
な
人
の
骨
の
基
準
値
を
知
り
た
い
〟
と
い

う
医
者
の
ニ
ー
ズ
に
気
づ
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
そ
の

後
の
研
究
へ
と
進
む
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

T
h
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m
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新
し
い
指
標
、そ
の
名
は『
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
』。

　
ア
ル
キ
メ
デ
ス
が
、
水
を
張
っ
た
容
器
に
王
冠
と
同

じ
重
さ
の
純
金
、
純
銀
、
そ
し
て
金
と
銀
の
混
ざ
っ
た

王
冠
を
そ
れ
ぞ
れ
入
れ
て
、
あ
ふ
れ
出
る
水
の
量
で
王

冠
の
不
正
を
見
破
っ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

そ
の
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
原
理
の
よ
う
な
方
法
で
、
人
間

の
身
体
を
組
成
す
る
骨
や
脂
肪
、
そ
れ
以
外
の
も
の
を

測
り
、
成
人
女
性
の
体
脂
肪
率
測
定
の
た
め
の
基
準
式

を
作
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
成
人
男
性
用
の
基
準

式
を
も
と
に
女
性
の
体
脂
肪
率
の
測
定
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
基
準
式
を
応
用
す
れ
ば
、
よ
り
正
確

に
女
性
の
体
脂
肪
率
を
測
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

今
は
さ
ら
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
よ
り
分

か
り
や
す
い
測
定
基
準
を
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
現
在
、
肥
満
指
数
と
も
呼
ば
れ
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（Body 

M
ass Index

＝
体
重
〔Kg

〕
÷
（
身
長
〔m

〕）   

）

の
値
で
メ
タ
ボ
の
判
断
を
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
た
だ
、

こ
の
基
準
は
身
長
と
体
重
に
よ
る
指
標
な
の
で
、
体
重

が
軽
け
れ
ば
体
脂
肪
率
が
高
く
て
も
「
痩
せ
」
に
な
っ

て
し
ま
う
。
だ
か
ら
Ｂ
Ｍ
Ｉ
に
体
脂
肪
率
、
有
酸
素
能

力
で
あ
る
ス
タ
ミ
ナ
、そ
し
て
筋
力
を
加
え
た
『
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
』
と
い
う
指
標
を
作
り
ま
し
た
。
健
康
を
維
持

す
る
た
め
に
多
く
の
人
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
指
標

に
し
た
い
で
す
ね
。
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青
年
よ
、
壁
に
ぶ
つ
か
れ
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
の
は
、〝
窮
し
て
変
じ
、

変
じ
て
通
ず
〟
と
い
う
こ
と
で
す
。「
窮
し
て
」
と
い

う
の
は
行
き
詰
ま
る
、
壁
に
ぶ
つ
か
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
途
中
で
止
め
て
し
ま
う
人
は
多

い
で
す
よ
ね
。
で
も
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
で
目
標

は
半
分
達
成
し
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
を
乗
り
越
え
て

初
め
て
「
通
ず
」、
つ
ま
り
達
成
で
き
る
。
壁
に
ぶ
つ

か
る
こ
と
を
恐
れ
ず
、
む
し
ろ
ど
ん
ど
ん
壁
に
ぶ
つ

か
っ
て
、
何
が
い
け
な
い
の
か
、
ど
こ
を
工
夫
す
れ
ば

よ
い
の
か
、
懸
命
に
考
え
行
動
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

現
実
的
な
悩
み
か
ら
人
生
観
ま
で

荒
川
：
大
学
時
代
は
「
自
分
と
は
何
か
？
」「
何
の
た

め
に
生
き
て
い
る
の
か
？
」
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
ね
。
そ
の
よ
う
な
、
お
友
達
同
士

で
は
な
か
な
か
話
せ
な
い
こ
と
で
も
、
言
葉
に
す
る
こ

と
で
頭
の
中
を
整
理
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

末
吉
：
そ
う
で
す
ね
。
例
え
ば
勉
強
の
こ
と
や
進
路
の

こ
と
と
い
っ
た
現
実
的
な
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
人
生
観

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
合
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ

ね
。

坂
邉
：
お
友
達
同
士
で
は
親
し
い
か
ら
こ
そ
話
せ
な
い

よ
う
な
内
面
的
な
こ
と
だ
か
ら
こ
そ
、
か
え
っ
て
相
談

室
で
は
ゆ
っ
く
り
話
せ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
相
談

の
予
約
が
空
い
て
い
れ
ば
飛
び
入
り
の
相
談
も
受
け
て

い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
予
約
を
し
て
い
た
だ
い
た
方

が
よ
り
ゆ
っ
く
り
と
お
話
が
で
き
ま
す
よ
。

こ
ん
な
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

坂
邉
：
私
は
、
小
説
で
は
灰
谷
健
次
郎
さ
ん
の
本
が
好

き
な
の
で
す
が
、
学
生
さ
ん
と
の
お
話
の
中
で
「
こ
の

本
が
面
白
い
で
す
よ
」
と
教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
最
近
は
荒
川
弘
さ
ん
の
『
百
姓
貴
族
』
と
い
う

マ
ン
ガ
が
と
て
も
可
笑
し
く
て
ハ
マ
っ
て
い
ま
す
ね
。

末
吉
：
私
も
北
大
路
公
子
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
が
好
き
で

す
ね
。
く
だ
ら
な
い
と
こ
ろ
や
マ
イ
ペ
ー
ス
が
面
白
い

（
笑
）。
他
に
は
旅
行
や
茶
道
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

荒
川
：
私
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
空
き
時
間
に
映
画
館

に
行
く
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
い
ろ
ん
な
映
画
を
観
る

の
は
楽
し
い
で
す
が
、
中
に
は
よ
く
分
か
ら
な
い
内
容

の
映
画
も
あ
っ
て
、
今
日
は
ハ
ズ
レ
！
っ
て
思
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
（
笑
）。
ま
た
、「
未
見
の
我
を
発
見
せ
よ
」

と
い
う
言
葉
が
好
き
で
す
。
年
齢
を
ど
ん
な
に
重
ね
て

い
っ
て
も
、
新
し
い
自
分
に
出
会
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
分
自
身
を
早
い
う
ち
に
規
定
す
る
よ
り
も
、
様
々
な

こ
と
に
挑
戦
し
て
、
ま
だ
見
ぬ
自
分
を
発
見
し
た
い
で

す
ね
。

末
吉
：
先
ほ
ど
も
言
っ
た
よ
う
に
、
相
談
室
の
ド
ア
を

ノ
ッ
ク
す
る
の
は
勇
気
が
い
る
こ
と
で
す
が
、
私
を
含

め
、
こ
ん
な
優
し
い
お
姉
さ
ん
？
た
ち
が
待
っ
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
ノ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
ね
（
一
同
笑

い
）。教授
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地
域
在
来
野
菜
の
伝
統
的
活
用
と
新
た
な
創
造
に
向
け
て

　

Ｍ
Ｍ
Ｕ
で
は
今
年
度
、
宮
崎
県
農
商
工
連
携
応
援

フ
ァ
ン
ド
事
業
（
以
下
、
農
商
工
フ
ァ
ン
ド
事
業
）
の

採
択
を
受
け
ま
し
た
。
最
近
は
、
佐
土
原
ナ
ス
や
生
目

黒
皮
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
、
古
く
か
ら
地
域
に
根
付
く
野
菜
、

い
わ
ゆ
る
「
在
来
野
菜
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
進
み
、
注

目
度
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
農
商
工
フ
ァ
ン

ド
事
業
の
実
施
責
任
者
で
あ
る
、
永
松 

敦
教
授
よ
り
、

在
来
野
菜
の
研
究
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ー
着
想
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
22
年
く
ら
い
に
、
介
護
関
連
の
方
か
ら
あ
る
相

談
を
受
け
た
ん
で
す
。
私
の
専
門
は
民
俗
学
で
す
か
ら
、

そ
の
調
査
過
程
に
お
い
て
、
か
な
り
多
く
の
高
齢
者
か

ら
お
話
を
お
聞
き
し
ま
す
。
そ
の
経
験
を
も
と
に
、
介

護
の
現
場
に
お
い
て
高
齢
者
を
元
気
づ
け
た
り
、
楽
し

み
を
与
え
る
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
は
な
い
か
…
と
。

　
そ
の
方
は
ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
セ
ラ
ピ
ー
（
※
）
と

い
う
介
護
を
や
ら
れ
て
い
る
方
で
、
そ
の
名
の
通
り
、

目
先
を
変
え
た
方
法
を
取
り
入
れ
た
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
そ
の
方
の
職
場
は
大
阪
、
そ
し
て
私
も
大
阪
出

身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、「
河
内
レ
ン
コ
ン
で
や
っ
て

は
ど
う
か
」
と
提
案
し
ま
し
た
。

ー
な
ぜ
い
き
な
り
レ
ン
コ
ン
が
？

　
実
は
、
私
が
子
供
の
頃
は
大
阪
に
も
い
っ
ぱ
い
ハ
ス

畑
が
あ
っ
て
、
夏
に
ハ
ス
の
実
を
と
っ
て
食
べ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
そ
の
味
を
、
私
は
今
だ
に
覚
え
て
い
る

ん
で
す
よ
。
大
阪
で
は
他
に
も
昔
か
ら
作
ら
れ
て
い
る

野
菜
、
例
え
ば
守
口
大
根
と
か
…
そ
う
い
っ
た
昔
を
想

い
起
す
よ
う
な
も
の
を
高
齢
者
に
食
べ
て
も
ら
う
と

か
、
栽
培
や
収
穫
す
る
と
い
っ
た
機
会
を
、
介
護
の
一

環
と
し
て
提
供
し
て
み
て
は
ど
う
か
と
。
い
わ
ゆ
る
回

想
法
を
提
案
し
た
わ
け
で
す
。
そ
し
た
ら
、「
河
内
レ

ン
コ
ン
っ
て
ま
だ
あ
る
の
か
？
」
と
い
う
話
に
な
っ
て
、

調
べ
た
ら
門
真
市
に
ま
だ
残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
河
内
レ
ン
コ
ン
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
調
べ
る

う
ち
に
、
他
の
レ
ン
コ
ン
に
つ
い
て
も
興
味
が
湧
い
て

き
て
、
一
時
期
は
様
々
な
土
地
の
レ
ン
コ
ン
の
調
査
に

熱
中
し
て
い
ま
し
た
（
笑
）。

ー
な
る
ほ
ど
、
で
は
そ
の
レ
ン
コ
ン
と
在
来
野
菜
の
研

究
の
関
連
は
一
体
？

　
そ
の
レ
ン
コ
ン
調
査
を
す
る
中
で
、
百
姓
市
や
道
の

駅
に
足
を
運
ぶ
機
会
が
多
く
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ

に
は
名
前
の
な
い
カ
ボ
チ
ャ
や
馴
染
み
の
な
い
野
菜
が

沢
山
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
し
か
も
そ
れ
が
二

束
三
文
で
売
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
。
生
産
者
か
ら
話
を

聞
く
と
、
昔
か
ら
ず
っ
と
作
っ
て
は
い
る
が
、
安
く
し

て
も
売
れ
な
く
て
困
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
生
産
者
は

70
歳
と
か
80
歳
の
高
齢
者
が
中
心
で
、「
こ
の
ま
ま
だ

と
作
り
続
け
る
の
は
難
し
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。「
食

べ
る
と
す
ご
く
美
味
し
い
の
に
」
と
い
う
言
葉
に
興
味

を
持
ち
、
実
際
に
食
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ら
、
こ
れ

が
本
当
に
美
味
し
か
っ
た
。

　
結
局
、
消
費
者
と
し
て
は
、
売
ら
れ
て
い
て
も
食
べ

方
が
わ
か
ら
な
い
、
味
も
わ
か
ら
な
い
と
な
れ
ば
な
か

な
か
買
わ
な
い
で
す
よ
ね
。
普
通
の
ス
ー
パ
ー
で
誰
も

が
目
に
す
る
作
物
や
、
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
た
作
物
と
い

う
の
は
、
そ
う
い
う
点
が
し
っ
か
り
ク
リ
ア
さ
れ
て
い

る
か
ら
売
れ
る
わ
け
で
す
。
で
も
、
高
齢
の
生
産
者
は

あ
ま
り
そ
こ
を
わ
か
っ
て
い
な
い
。「
地
域
に
根
付
く

美
味
し
い
作
物
」
と
し
て
情
報
を
発
信
し
て
い
か
な
い

と
、
も
は
や
そ
の
地
域
で
も
売
れ
な
い
。
そ
う
な
る
と

作
ら
な
く
な
る
。
し
か
も
、
地
域
に
根
付
い
た
作
物
の

生
産
者
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
生
産
者
が
一
人
い
な

く
な
っ
た
ら
作
物
の
種
類
が
一
つ
な
く
な
る
と
い
う
状

況
に
も
陥
り
か
ね
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
大
げ
さ
に
表
現

す
る
と
、
そ
の
地
域
に
根
付
い
て
い
た
伝
統
が
一
つ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
は
民
俗
学
の
方
面
か
ら
き
ち
ん
と
調

査
し
、
後
世
に
残
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し

た
。
よ
っ
て
、
宮
崎
の
ご
く
一
部
の
地
域
で
し
か
作
ら

れ
て
い
な
い
作
物
、
い
わ
ゆ
る
在
来
野
菜
の
食
べ
方
、

栽
培
法
な
ど
を
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
に
加
え
、
い
く
ら
伝
統
が
あ
る
と
は
い
え
、
売
れ
な

い
物
を
作
り
続
け
よ
う
と
は
誰
も
思
い
ま
せ
ん
。
生
産

者
は
ち
ゃ
ん
と
売
れ
る
努
力
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
の
で
す
。
そ
こ
で
、
売
れ
る
野
菜
を
作
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
平
行
し
て
研
究

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
在
来
野
菜
の
中
に
も
、
佐
土
原

ナ
ス
や
生
目
黒
皮
カ
ボ
チ
ャ
の
よ
う
に
、
す
で
に
ブ
ラ

ン
ド
化
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
は

「
流
通
型
在
来
野
菜
」
と
称
し
、
別
の
カ
テ
ゴ
リ
と
し

て
取
り
扱
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ー
す
で
に
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
た
作
物
を
作
っ
て
お
け
ば

い
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
様
々
な
種
類
を
き
ち
ん
と
残
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

は
民
族
学
的
に
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
ひ
と
昔
の

農
家
は
複
合
生
業
と
い
っ
て
、
メ
イ
ン
の
作
物
を
作
っ

て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
ほ
か
の
作
物
も
作
っ
た
り
、

漁
を
し
た
り
、
藁
細
工
で
カ
ゴ
作
っ
た
り
、
色
々
な
こ

と
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
。
現
代
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
よ
う
に
１
つ
の
仕
事
の
み
で
生
き
て
い
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
農
業
は
自
然
が
相
手
で
す
か
ら
、
メ
イ

ン
で
作
っ
て
い
た
作
物
が
天
候
不
順
等
で
や
ら
れ
た
時

に
、
別
の
方
法
で
食
べ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
仕
事
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
で
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
を
張
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
が
、
今
の
近
代

的
な
農
業
の
考
え
方
で
は
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
な
ど
、売
れ
る
作
物
を
流
行
に
乗
っ

て
う
ま
く
作
っ
て
い
る
と
き
は
い
い
の
で
す
が
、
病

気
で
全
滅
し
た
り
、
流
行
が
去
っ
た
時
に
は
多
大
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
し
、
す
ぐ
別
の
作
物
に

シ
フ
ト
す
る
と
い
う
の
も
難
し
い
。
ま
た
、
そ
こ
に
根

付
く
伝
統
的
な
農
業
文
化
が
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
、
複
合
的
な
要
素
を
う
ま
く
組
み
込
む
方
法
と

し
て
、
主
力
の
作
物
が
売
れ
て
い
る
な
ら
そ
れ
に
８
割

を
費
や
し
、
残
り
２
割
は
そ
の
土
地
に
根
付
く
伝
統
的

な
作
物
を
作
る
の
が
よ
い
。
リ
ス
ク
も
分
散
す
る
こ
と

が
で
き
る
し
、
伝
統
的
な
文
化
も
継
承
で
き
る
。
こ
れ

は
民
俗
学
の
視
点
か
ら
み
る
と
非
常
に
重
要
な
こ
と
だ

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ー
忘
れ
去
ら
れ
そ
う
な
在
来
野
菜
も
、
継
続
的
に
作
り

続
け
ら
れ
る
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
安
心
で
す
ね
。

　
そ
の
通
り
で
す
。
た
だ
、前
述
の「
流
通
型
在
来
野
菜
」

の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
在
来
野
菜
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て

全
国
に
流
通
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
狭
い
地
域
で
ち
ゃ

ん
と
継
続
的
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
る
方

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
若
い
人
た
ち
は
昔
な
が
ら
の

食
べ
物
の
知
識
が
乏
し
い
の
で
、
ま
ず
は
知
識
を
持
つ

高
齢
者
か
ら
、
レ
シ
ピ
を
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
記
録
に
残

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
そ
の
地
域
に
あ

る
道
の
駅
や
、
地
域
に
根
付
く
飲
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
提
供
す
る
こ
と
で
、
そ
の
レ
シ
ピ
を
継
続
的
に
伝

え
て
い
く
。
で
き
れ
ば
、
そ
の
土
地
だ
け
で
し
か
味
わ

う
こ
と
の
で
き
な
い
特
別
な
料
理
と
し
て
出
し
た
方
が

い
い
。
そ
の
一
番
良
い
例
が
、
宮
崎
県
新
富
町
の
湖
水

ケ
池
の
レ
ン
コ
ン
だ
と
思
い
ま
す
。
生
産
量
が
限
ら
れ

て
い
る
た
め
、
流
通
も
ご
く
一
部
に
限
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
味
を
求
め
て
わ
ざ
わ
ざ
食
べ
に
来
ら
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
奈
良
県
の
大
和
郡
山
市
で
は
、
地
元
で
収
穫

さ
れ
る
在
来
野
菜
を
給
食
に
使
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

そ
の
給
食
の
レ
シ
ピ
集
ま
で
作
っ
て
配
布
し
て
い
る
。

給
食
で
提
供
す
る
こ
と
で
、
ま
ず
は
若
い
世
代
に
地
元

の
在
来
野
菜
を
知
っ
て
も
ら
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
給
食

以
外
に
も
地
域
の
需
要
が
発
生
し
、
農
家
が
継
続
的
に

作
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
が
整
う
。
こ
の
大

和
郡
山
市
の
取
り
組
み
は
、
上
手
く
い
っ
て
い
る
例
だ

と
思
い
ま
す
。
特
に
伝
統
の
継
承
を
食
育
と
つ
な
げ
て

い
る
。
こ
れ
は
大
事
で
す
ね
。

ー
作
っ
た
作
物
が
売
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
文
化
の
伝

承
と
い
う
点
か
ら
見
て
も
大
事
な
の
で
す
ね
！

　
も
ち
ろ
ん
、
売
れ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
れ
ば
、

若
い
世
代
も
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
や
は
り
伝
承
し
て
い

く
た
め
に
も
、
売
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
必
要
な
条
件
な

の
で
す
。
し
か
し
、
生
産
量
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

品
質
が
悪
く
な
る
可
能
性
も
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
適
量

を
作
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
む
し
ろ
地
域
外
へ
出
さ
な

い
、
作
ら
せ
な
い
こ
と
が
自
分
達
を
守
る
こ
と
に
繋
が

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ー
生
産
者
の
意
識
は
？

　
狭
い
地
域
で
昔
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
作
物
に
関
し
て

は
、
生
産
者
自
身
が
大
事
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
な
い

こ
と
が
多
い
で
す
。
民
俗
学
を
や
っ
て
い
る
と
、
そ
う

い
う
場
面
に
よ
く
遭
遇
し
ま
す
。
そ
り
ゃ
昔
か
ら
身
近

に
あ
る
も
の
だ
し
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
他
者
の
評
価
が
必
要
だ
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
第
三
者
が
「
こ
れ
は
大
事
だ
よ
」
と

気
づ
か
せ
て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
し
か
し
、
難

し
い
こ
と
に
、
地
域
に
根
付
く
文
化
と
い
う
の
は
、
本

来
の
姿
で
残
る
べ
き
で
、
大
事
に
し
す
ぎ
た
り
、
形
を

変
え
た
り
す
る
と
台
無
し
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
。
こ
こ
は
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
ず
、
在
来
野
菜
が
、

そ
の
地
域
に
根
付
い
た
食
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

地
域
住
民
に
し
っ
か
り
と
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
在
来
野
菜
を
福
祉
や

就
労
支
援
、
給
食
な
ど
に
用
い
る
こ
と
が
効
果
的
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
の
土
地
の
特
産
物
と
し
て
、
外
か

ら
き
た
お
客
様
に
も
提
供
で
き
る
と
い
っ
た
、
一
部
観

光
的
な
側
面
も
持
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
さ
ら
に
理
想
的

で
す
。
主
に
介
護
、
高
齢
者
福
祉
、
就
労
支
援
へ
活
用

し
つ
つ
、
う
ま
く
い
け
ば
観
光
資
源
に
も
繋
が
る
と
い

う
形
で
す
ね
。
そ
れ
を
在
来
野
菜
を
中
心
と
し
て
や
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
で
、

地
区
や
集
落
を
守
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
は
そ
の
形
が

一
番
い
い
の
で
は
な
い
か
と
。
あ
く
ま
で
も
地
域
の
人

た
ち
の
た
め
に
な
る
こ
と
が
最
重
要
で
す
。

ー
観
光
収
入
が
第
一
で
は
な
い
と
？

　
観
光
を
主
体
に
や
ろ
う
と
す
る
の
は
あ
ま
り
良
い
こ

と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
本
来
は
人
々
の
生
活
が
主

で
あ
る
べ
き
で
、
そ
の
収
入
源
と
し
て
観
光
が
あ
る
は

ず
。
し
か
し
今
で
は
、
観
光
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、

生
活
ス
タ
イ
ル
ま
で
も
変
え
て
し
ま
い
、
全
て
を
観
光

に
つ
ぎ
込
ん
で
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
。
観
光
な
ん
て
流

行
り
廃
り
が
激
し
い
で
す
か
ら
、
う
ま
く
い
か
な
く

な
っ
た
時
の
ダ
メ
ー
ジ
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
観
光
収

入
は
あ
る
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が

急
に
廃
れ
た
時
、元
の
生
活
に
戻
る
た
め
の
基
盤
を
持
っ

て
お
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

ー
学
生
も
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
反
応
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
民
俗
学
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
大
事
で
す
か
ら
ね
。

先
日
も
学
生
を
連
れ
て
種
子
島
へ
安
納
芋
な
ど
の
調
査

に
行
き
ま
し
た
が
、
わ
ず
か
６
日
程
度
の
調
査
で
、
未

発
見
の
も
の
を
見
つ
け
た
と
か
、
忘
れ
去
ら
れ
て
無
く

な
っ
た
と
思
わ
れ
て
い
た
も
の
を
見
つ
け
た
と
か
、
地

元
の
人
も
驚
く
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
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４
年
生
は
、
そ
ろ
そ
ろ
卒
業
論
文
の
追
い
込
み

に
入
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
私
が

研
究
者
に
な
る
道
筋
を
紹
介
し
、「
研
究
の
喜
び
」

す
な
わ
ち
「
発
見
の
喜
び
」
を
皆
さ
ん
に
話
し
て

み
ま
す
。

　
私
は
高
校
時
代
か
ら
、
テ
ス
ト
前
に
な
る
と
テ

ス
ト
に
関
係
な
い
本
を
読
み
た
く
な
り
、
結
局
は

準
備
不
十
分
で
点
数
が
悪
い
と
い
う
こ
と
が
多
々

あ
り
、
大
学
で
も
勉
強
よ
り
自
分
の
興
味
あ
る
分

野
の
本
を
読
む
こ
と
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。
大

学
を
出
て
す
ぐ
に
大
学
院
へ
は
進
学
せ
ず
、
民
間

企
業
に
就
職
し
て
か
ら
鹿
児
島
県
庁
に
転
職
し
ま

し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃（
１
９
８
０
年
頃
）、

地
方
は
国
の
言
い
な
り
で
な
く
、
自
ら
創
意
工
夫

し
て
政
策
を
作
る
べ
き
と
い
う「
地
方
の
時
代
」が

唱
え
ら
れ
、
自
治
体
職
員
が
政
策
研
究
を
す
る
時

代
に
突
入
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
高
校
時

代
か
ら
の
ク
セ
が
発
動
し
た
の
か
、
私
も
仕
事
だ

け
で
な
く
違
う
自
分
の
世
界
を
作
り
た
い
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
、
地
方
自
治
の
学
会
に
入
会
し
、

研
究
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

私
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
約
３
年
毎
に
代
わ
る
所

属
課
と
そ
の
業
務
に
つ
い
て
で
し
た
。
地
方
財
政
、

人
事
管
理
、
福
祉
、
地
域
活
性
化
な
ど
、
色
々
な
分

野
で
３
年
に
１
本
の
ペ
ー
ス
で
論
文
を
書
き
ま
し

た
。
特
に
、
大
学
の
先
生
の
指
摘
と
、
現
場
の
実
態

と
違
う
点
に
焦
点
を
当
て
て
書
き
ま
し
た
。
あ
る

意
味
、
地
方
に
い
な
が
ら
全
国
の
学
者
を
相
手
に
、

「
先
生
の
分
析
は
こ
こ
が
間
違
っ
て
ま
す
よ
」
と
指

摘
す
る
論
文
で
あ
り
、
自
分
は
全
国
レ
ベ
ル
で
研

究
を
や
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
自
負
心
が
、
職
場

で
の
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
40

歳
に
な
っ
て
鹿
児
島
大
学
大
学
院
に
社
会
人
入
学

し
、
48
歳
で
本
学
の
教
員
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
０
７
年
に
、
東
国
原
英
夫
さ
ん

が
宮
崎
県
知
事
に
当
選
し
、
宮
崎
県
の
知
名
度
が

一
気
に
高
ま
っ
た
こ
と
を
分
析
し
た
『
東
国
原
知

事
は
宮
崎
を
ど
う
変
え
た
か
（
２
０
０
９
年
）』、

さ
ら
に
橋
下
大
阪
府
知
事
（
当
時
）
な
ど
も
分
析

し
た
『
劇
場
型
首
長
の
戦
略
と
功
罪
（
２
０
１
１

年
）』
と
い
う
本
を
出
し
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
小

池
東
京
都
知
事
が
話
題
を
集
め
「
劇
場
型
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
劇
場
型
の
首
長
に
つ
い
て
分

析
し
た
の
は
、
こ
の
本
が
初
め
て
で
し
た
。
今
年

12
月
に
は
『
劇
場
型
首
長
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
』
と

い
う
本
を
出
す
予
定
で
す
が
、
そ
の
中
で
は
、
ア

メ
リ
カ
大
統
領
候
補
の
ト
ラ
ン
プ
氏
の
劇
場
型
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
仕
事
を
ネ
タ
に
ス
タ
ー

ト
し
た
研
究
が
、
つ
い
に
ア
メ
リ
カ
政
治
ま
で
も

対
象
と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
人
生
何
が
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
で
す
。
身
近
な
「
何
か
変
だ
」

「
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
が
、
私
の

研
究
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
研
究
を
続
け
ら
れ

た
理
由
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
指
摘
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
気
づ
い
た
と
き
大
変
興
奮
し
た
か
ら
で
す
。

こ
の
「
発
見
の
喜
び
」
が
あ
れ
ば
、
忙
し
い
実
社

会
に
出
て
も
研
究
は
続
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
よ
う
な
「
発
見
の
喜
び
」
を

卒
論
作
成
で
味
わ
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

発
見
の
喜
び

◆
執
筆

　
有
馬 

晋
作 
教
授
（
行
政
学
ゼ
ミ
）

１
９
５
５
年
鹿
児
島
県
に
生
ま
れ
る
。
鹿
児
島
大
学
大
学
院

人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。

博
士
（
学
術
）。
鹿
児
島
県
庁
を
経
て
２
０
０
４
年
よ
り
本
学

に
着
任
。
専
門
は
行
政
学
お
よ
び
地
方
自
治
論
。

いいだ
しっぺ

連続リレーエッセイ

その９

軽音部 部長
塩屋 日向子さん（３年生）
大衆文化・出版文化論ゼミ

　
本
当
で
す
！

　

私
た
ち
軽
音
部
に
は
先
輩
方
の
ス
テ
ー
ジ
を

観
て
、
目
立
ち
た
い
！
と
思
っ
て
入
部
す
る
部

員
も
多
い
で
す
。
と
い
っ
て
も
、
50
名
い
る
部

員
全
員
、
純
粋
に
音
楽
を
楽
し
ん
で
練
習
し
て

い
ま
す
。
常
時
活
動
す
る
バ
ン
ド
も
あ
り
ま
す

が
、
学
内
で
の
大
学
祭
や
新
歓
ラ
イ
ブ
、
七
夕

ラ
イ
ブ
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
、
ま
た
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
の
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
バ
ン
ド
を

組
む
こ
と
も
多
い
で
す
。
私
も
今
年
の
大
学
祭

で
は
ボ
ー
カ
ル
兼
ギ
タ
ー
で
、
チ
ャ
ッ
ト
モ
ン

チ
ー
の
曲
を
演
奏
し
ま
す
。
た
だ
、
あ
ま
り
特
定

の
ジ
ャ
ン
ル
に
偏
っ
て
い
な
い
で
す
ね
。GLAY

や
ラ
ル
ク
、RADW

IN
PS

と
い
っ
た
邦
楽

ロ
ッ
ク
も
あ
れ
ば
、
パ
ン
ク
ロ
ッ
ク
のGREEN

 
DAY

や
へ
ビ
ィ
メ
タ
ル
のM

EGADETH

を
演

奏
す
る
バ
ン
ド
も
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
曲
も
演
奏
し
ま
す
よ
。

　

ま
た
、
他
大
学
と
の
交
流
も
盛
ん
で
す
。
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
主
催
の
カ
レ
ッ
ジ
Ｖ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
県
内
大
学
の
８
バ
ン

ド
が
演
奏
を
競
い
合
う
ん
で
す
。
そ
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
宮
崎
大
学
や
宮
崎
県
立

看
護
大
学
の
学
生
と
も
仲
良
く
な
っ
て
。
ち
な

み
に
昨
年
の
カ
レ
ッ
ジ
Ｖ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
で
は
大

学
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
部
門
で
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

メ
イ
ン
の
演
奏
の
方
は
ま
だ
ま
だ
修
行
中
で
す

ね
（
笑
）。

　

一
般
的
に
軽
音
部
＝
不
良
み
た
い
な
イ
メ
ー

ジ
も
ま
だ
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

部
員
は
み
ん
な
結
構
真
面
目
で
す
！
私
も
Ｍ
Ｍ

Ｕ
に
入
っ
て
か
ら
ギ
タ
ー
を
始
め
た
の
で
す
が
、

最
初
は
先
輩
方
が
優
し
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
新
歓
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
は
１
年
生
な
ら
タ

ダ
で
お
肉
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
素
敵
な

軽
音
部
で
は
た
だ
い
ま
ベ
ー
ス
ま
た
は
ド
ラ
ム

を
や
っ
て
く
れ
る
方
を
絶
賛
募
集
中
で
す
！

GOSSHiP= ゴシップ＝噂。MMU の部・サークルに関する噂の真実を調査。×

↓中央のボーカルの彼は
取材当日に入部しました

私がお答え
します！

う
い
っ
た
「
発
見
」
を
学
生
は
大
い
に
喜
び
ま
す
。
こ

れ
は
民
俗
学
の
特
徴
の
一
つ
で
し
ょ
う
ね
。
ま
ぁ
、
対

象
と
な
る
フ
ィ
ー
ル
ド
の
住
人
か
ら
、
一
人
一
人
丹
念

に
聞
き
取
り
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
、
時
間
と
体
力

を
使
い
ま
す
が
ね
（
笑
）。
今
回
は
在
来
野
菜
の
調
査
以

外
に
も
、
地
域
の
人
に
お
願
い
し
て
、
昔
の
行
事
を
一

部
復
元
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
種
子
島
で
は
そ
の
行
事

が
完
全
に
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
、
我
々

が
調
査
の
た
め
に
と
お
願
い
し
た
こ
と
で
、
久
々
に
復

元
が
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
見
せ
て
も
ら
っ
た
学

生
だ
け
で
な
く
、
復
元
し
た
地
元
の
人
た
ち
も
喜
ば
れ

て
い
ま
し
た
。「
あ
ぁ
、
昔
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
た

ね
！
」
っ
て
、
過
去
の
記
憶
が
よ
み
が
え
る
わ
け
で
す
。

と
な
れ
ば
、
ま
た
今
後
も
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
話
も

出
て
き
ま
す
。
今
回
の
我
々
の
お
願
い
に
よ
っ
て
、
文

化
が
一
つ
継
承
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
（
笑
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
学
生
は
異
な
っ
た
文
化
を
見
て
、
触

れ
る
こ
と
で
多
く
の
刺
激
を
受
け
ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
の
聞
き
取
り
で
は
、
社
会
性
を
身
に
つ
け
る

良
い
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
り
ま
す
。
あ
と
、
う
ち
の
ゼ
ミ

は
メ
デ
ィ
ア
か
ら
取
材
を
受
け
る
機
会
が
多
い
こ
と
も
、

彼
ら
に
と
っ
て
は
良
い
経
験
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

ー
最
後
に
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
！

　
農
商
工
フ
ァ
ン
ド
事
業
と
し
て
、
平
成
29
年
の
７
月

ま
で
、
月
１
回
の
割
合
で
在
来
野
菜
に
関
す
る
講
習
会
・

講
演
会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。
直
近
の
予
定
と
し

て
は
、
12
月
の
下
旬
に
西
米
良
村
に
お
い
て
、
西
米
良

神
楽
と
米
良
大
根
に
関
す
る
講
座
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
２
月
に
は
レ
ン
コ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
や

る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
別
の
事
業
を
活
用

し
て
昨
年
も
開
催
し
た
の
で
す
が
、
大
変
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
新
富
町

の
レ
ン
コ
ン
生
産
者
を
は
じ
め
、
茨
城
、
大
阪
、
奈
良

か
ら
、
生
産
者
や
関
係
者
を
お
招
き
し
て
お
話
を
伺
う

予
定
で
す
。
各
地
の
様
々
な
レ
ン
コ
ン
を
食
べ
ら
れ
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
次
の
日
に
は
、
新
富
町
の
伝
統
料
理
、
湖
水
ケ
池
の

レ
ン
コ
ン
を
使
っ
た
「
ご
り
ご
り
汁
」
に
関
す
る
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
延
岡
の
内
藤
と
う
が

ら
し
や
ア
カ
バ
ナ
イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
に
関
す
る
講
座
も
計

画
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

皆様のご参加をお
待ちしています !
詳細はウェブサイ
トをチェック!

　
毎
回
違
っ
た
在
来
野
菜
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
生
産
者
や
有
識
者
等
か
ら
、
伝
統
的
な
活
用
法
や

調
理
法
に
つ
い
て
お
話
を
伺
う
こ
と
で
、
地
域
に
根
ざ
す
食
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
く
講
習
会
で

す
。
試
食
の
提
供
や
調
理
実
習
な
ど
、
参
加
者
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
も
ご
準
備

し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
こ
こ
で
は
第
２
回
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

９
月
29
日
に
、
宮
崎
市
の
下
北
方
町
自
治

公
民
館
お
よ
び
は
ち
ま
ん
う
ど
ん
に
お
い
て
、

佐
土
原
ナ
ス
と
下
北
方
葉
隠
柿
に
関
す
る
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
一
部
の
下
北
方
町
自
治
公
民
館
に
は
、
平

日
に
も
か
か
わ
ら
ず
40
名
を
超
え
る
参
加
者

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
佐
土
原
ナ
ス
研
究
会
の

長
友 

徳
孝 

氏
か
ら
佐
土
原
ナ
ス
の
歴
史
や
現

状
に
つ
い
て
、
宮
崎
大
学
農
学
部
の
鉄
村 

琢

哉 

教
授
か
ら
下
北
方
葉
隠
柿
の
概
要
と
接
木

や
挿
し
木
等
に
関
す
る
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、
試
食
と
し
て
佐
土
原
ナ
ス
の
路
地
物
と

ハ
ウ
ス
物
を
提
供
し
、
そ
の
味
の
違
い
を
比
較

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、

生
産
者
オ
ス
ス
メ
の
調
理
法
や
調
理
す
る
上

で
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
熱
心
に
お
聞
き
に

な
ら
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
二
部
の
は
ち
ま
ん
う
ど
ん
で
は
、

佐
土
原
ナ
ス
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
と
し
て
利
用
し

た
う
ど
ん
・
そ
ば
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

通
常
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
も

の
の
ほ
か
、
特
別
メ
ニ
ュ
ー
も
ご
用
意
い
た
だ

い
た
こ
と
で
、
佐
土
原
ナ
ス
の
活
用
法
や
魅
力

を
十
分
に
堪
能
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

● ウェブサイトアドレス：http://www.miyazaki-mu.ac.jp/info/community/post_297.html

　

農
学
部
出
身
な
の
で
す

が
、
久
々
に
農
学
の
話
を
聞

け
る
機
会
だ
っ
た
の
で
色
々

と
質
問
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

地
域
に
根
付
く
野
菜
の
話
だ

け
で
な
く「
在
来
野
菜
」
の

定
義
な
ど
、
今
ま
で
考
え

た
こ
と
も
な
い
こ
と
を
知
れ

た
の
で
と
て
も
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
提
供
い
た
だ

い
た
お
料
理
も
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
佐
土
原
ナ
ス

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
種
の

中
か
ら
４
粒
だ
け
が
発
芽
し

て
、
こ
の
よ
う
に
ブ
ラ
ン
ド

化
す
る
ま
で
に
な
っ
た
の
は

す
ご
い
で
す
ね
！

　
主
に
宮
崎
で
生
産
さ
れ
る

野
菜
を
取
り
扱
う
仕
事
を
し

て
い
る
の
で
、
も
っ
と
宮
崎

の
作
物
に
つ
い
て
詳
し
く
知

り
た
い
と
思
い
参
加
し
ま
し

た
。
今
は
ネ
ッ
ト
と
か
で
簡

単
に
調
理
法
を
調
べ
る
こ
と

は
で
き
ま
す
が
、
実
際
に
生

産
者
の
手
料
理
を
い
た
だ
き

お
話
を
聞
く
こ
と
で
、
ネ
ッ

ト
で
は
分
か
ら
な
い
味
付
け

や
コ
ツ
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会

は
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

来
年
開
催
予
定
の
レ
ン
コ
ン

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
絶
対

参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
！

企画総務課 企画係長
福元 康敏

 

脇
坂 

峰
子
さ
ん

講
習
会
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

 

黒
木 

さ
ゆ
み
さ
ん

地
域
在
来
野
菜
の
伝
統
的
活
用
法
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催
中
！

特集２　地域在来野菜の伝統的活用と新たな創造に向けて

C
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C
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H
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DE

今
回
の
噂
：
目
立
ち
た
い
人
が
集
ま
る
部
活
動
が
あ
る
っ
て
本
当
？
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4
日　
平
成
28
年
度
入
学
式
を
挙
行

25
日　

市
民
講
座
「
ジ
ャ
ズ
と
ア
メ
リ
カ
文
学
入

　
　
　

門
」
を
開
講
（
７
月
27
日
ま
で
全
10
回
の

　
　
　
実
施
）

11
日　

大
賀
教
授
に
よ
る
自
主
講
座
「
古
文
書
講

　
　
　

座
」
を
開
催
（
入
門
編
・
初
級
編
・
中
級

　
　
　
編
の
全
３
回
）

18
日　

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
何
を
恐
れ
る

　
　
　
〜
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
生
き
た
女
た
ち
〜
』　

　
　
　
の
上
映
会
を
開
催

25
日　
プ
チ
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド
を
開
催

６
日　

戸
髙
教
授
に
よ
る
「
ひ
ら
め
き
★
と
き
め

　
　
　
き
サ
イ
エ
ン
ス（
目
指
せ
発
音
マ
ス
タ
ー
）」

　
　
　
を
開
催

７
日　

Ｍ
Ｍ
Ｕ
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド
２
０
１
６　

　
　
　
（
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
）
を
開
催

28
日　

永
松
教
授
に
よ
る
講
習
会
「
地
域
在
来
野

　
　
　

菜
の
伝
統
的
活
用
と
新
た
な
創
造
に
向
け

　
　
　
て
」
を
開
講
（
詳
細
は
特
集
２
を
参
照
）

26
日　

古
本
募
金
を
活
用
し
た
「
ブ
ッ
ク
ル
ー
プ

　
　
　
１
０
０
円
定
食
」
を
初
提
供
（
学
生
限
定
）

５
日　
次
期
学
長
と
し
て
有
馬 

晋
作 

教
授
を
決
定

７
日　

定
期
公
開
講
座
「
国
際
政
治
経
済
の
フ
ロ

　
　
　
ン
テ
ィ
ア
」
を
開
講
（
〜
11
月
４
日
）

ＭＭＵの新着情報は、ウェブサイトでもご確認いただけます。

5

市
民
講
座
「
ジ
ャ
ズ
と
ア
メ

リ
カ
文
学
入
門
」
を
開
講

25

Ｅメールアドレス
mmu-ship@
miyazaki-mu.ac.jp

新

規

教

員

紹

介

宮崎公立大学広報誌『MMU SHiP』vol.10 はお楽しみいただけましたか？
読者の皆さんからのご意見・ご感想をお待ちしております！　右記の E メールアドレスへ
お送りください。

＞＞

編

集

後

記

9 M
ay

A
u

gu
st

S
ep

tem
b

er

8 4A
p

ril

祝
！
つ
い
にM

M
U

 SH
iP

は
第
10
号
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
ん
だ
か
ん
だ
で
第
７
号

以
外
の
制
作
に
携
わ
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
創
刊

号
の
発
行
か
ら
す
で
に
５
年
も
経
過
し
て
い
る
…
。

月
日
が
経
つ
の
は
本
当
に
早
い
も
の
で
す
（
涙
）。

　

創
刊
号
を
久
々
に
読
み
返
し
て
み
る
と
、
担
当

記
事
の
稚
拙
な
文
章
と
素
人
感
満
載
の
紙
面
構
成

に
思
わ
ず
赤
面
！
あ
の
頃
に
比
べ
る
と
、
ち
ょ
っ
と

は
マ
シ
に
な
っ
た
か
な
〜
と
思
う
反
面
、
ま
だ
ま

だ
プ
ロ
の
足
元
に
も
及
ん
で
い
な
い
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。
１
人
で
も
多
く
の
方
々
に
楽
し
ん
で
頂
け

る
よ
う
、
今
後
も
技
術
向
上
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

　
さ
て
、
節
目
を
迎
え
たM

M
U

 SH
iP

で
す
が
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
成
長
を
遂
げ
て
い
く
の
で

し
ょ
う
。
学
生
た
ち
と
同
様
に
、
そ
の
成
長
を
温

か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

■
担
当　
上
園　
祥
介
（
企
画
総
務
課 

企
画
係
）

　

専
門
は
西
洋
哲
学
で
す
。
必
修
と
な
っ
て
い
る

哲
学
の
講
義
で
は
、
皆
さ
ん
と
お
目
に
か
か
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
高
校
生
ま
で
宮
崎
県
内

で
過
ご
し
た
こ
と
も
あ
り
、
地
元
に
も
研
究
の
成

果
を
還
元
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 川瀬 和也 助教

（かわせ かずや）

■
学
位
：
修
士
（
文
学
）

■
専
門
分
野
：
哲
学
・
倫
理
学
な
ど

■
学
歴
：
東
京
大
学
大
学
院 

人
文
社
会
系
研
究
科

　
　
　
　
哲
学
専
門
分
野

2016.4 ~ 2016.10

本
学
で
取
り
組
ん
で
い
る
古
本
募
金『
ブ
ッ
ク
ル
ー

プ
』
で
集
ま
っ
た
寄
附
金
を
も
と
に
、
学
生
食
堂

で
『
１
０
０
円
定
食
』
を
実
施
し
ま
し
た
。
在
学

生
を
対
象
に
、
用
意
し
た
１
５
０
食
分
の
定
食
が

約
１
時
間
で
売
り
切
れ
ま
し
た
。
今
後
も
皆
さ
ま

か
ら
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
学
生
支
援
の

た
め
、
有
効
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

9
「
ブ
ッ
ク
ル
ー
プ
１
０
０
円

定
食
」
を
初
提
供

5

ジ
ャ
ズ
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
背
景
と
、
そ
の
年
代

の
ア
メ
リ
カ
文
学
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
を
、
５
月

25
日
か
ら
７
月
27
日
ま
で
の
全
10
回
に
わ
た
っ
て

開
講
い
た
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
ア
ル
ト
サ
ッ
ク

ス
や
ビ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
な
ど
ジ
ャ
ズ
に
関
す
る
プ
ロ

の
楽
器
奏
者
の
ほ
か
、
文
学
に
精
通
さ
れ
た
方
々

を
お
招
き
し
、
大
変
ご
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

26 ~

言
語
・
文
化
専
攻

　

初
め
て
の
九
州
そ
し
て
宮
崎
県
で
の
生
活
は
、

新
た
な
気
づ
き
の
多
い
日
々
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

講
義
を
通
し
て
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
バ
の
新
し

い
関
わ
り
方
を
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

井田 志乃 准教授
（いだ しの）

■
学
位
：
修
士
（
デ
ザ
イ
ン
学
）

■
専
門
分
野
：
デ
ザ
イ
ン
学

■
学
歴
：
筑
波
大
学
大
学
院 

人
間
総
合
科
学
研
究

　
　
　
　
科 

感
性
認
知
脳
科
学
専
攻

　

ご
縁
を
大
事
に
し
、
健
康
を
自
覚
的
に
保
ち
、

愚
直
に
学
問
に
取
り
組
む
こ
と
の
３
つ
を
大
事
に

し
て
い
ま
す
。
９
年
間
い
た
京
都
で
は
、
想
像
を

超
え
る
優
秀
な
人
が
こ
の
世
に
山
ほ
ど
い
る
こ
と

を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
決
し
て
思
い
上
が
る

こ
と
な
く
謙
虚
に
努
力
を
続
け
ま
す
。

稲田 光朗 助教
（いなだ みつお）

■
学
位
：
博
士
（
経
済
学
）

■
専
門
分
野
：
国
際
貿
易
・
開
発
経
済
な
ど

■
学
歴
：
京
都
大
学
大
学
院 

経
済
学
研
究
科

メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻

国
際
政
治
経
済
専
攻

宮崎公立大学の今を伝える

エムエムユー
シップ

視界よしっ！ 英国 スターリング大学　　KYO-SHiP 倉 真一 准教授
しっぽり語る。 私を変えた一冊。　 CIRCLE DE GOSHiP やたらと長い名前のサークル
連続リレーエッセイ いいだしっぺ 川瀬 隆千 教授　「批判的思考のすすめ」
@MIYAZAKI 綾の「水」、延岡の「恵比須」をご紹介！
REAL VOICE うちらマブダチ！　未来のcompass 株式会社宮崎太陽銀行　伊東 歩美さん
MMU NEWS PLUS

今回の表紙　卒業論文を提出し終えた直後の Intercultural Communication ゼミ

特集１　ＭＭＵ的　世界の歩き方
特集２　卒業論文提出日に迫る！

大学生にとって卒業論文提出は、学生生活最後にして最大の山場。さらに、宮崎公立
大学（以下、ＭＭＵ）の卒論提出は、提出日時が決まっており、その時間内での提出
が求められます。提出会場は、職員が論文の提出要件を満たすかの審査を行う緊張感
に包まれ、晴れて承諾書を手にした学生は大きな達成感に包まれます。（P.8 へ）

宮崎公立大学広報誌『MMU SHiP』は、宮崎公立大学の学生と職員が企画・取材・執筆・デザインを行っています。

宮崎公立大学広報誌『MMU SHiP』は vol.10 を迎えることができました。
これからも MMU の最新情報をお伝えしてまいります。

●『MMU SHiP』のバックナンバーは MMU ウェブサイト（http://www.miyazaki-mu.ac.jp）よりご覧いただけます。

MMU SHiP vol.1015

平成 28 年 4 月より、在学生の日々の大学生活から卒業に至るまでのサポートをワン
ストップで行うことを目的として、学生支援と就職支援を一元化する組織体制にな
りました。新しい組織名は「学生・就職支援室」。学生係と就職支援係がこれまで以
上に綿密な情報共有を図り、学生の皆さん一人一人のサポートに努めていきます！

事務局組織体制変更のお知らせ
こんにちは、学生・就職支援室です。

後援会

同窓会 ■ 学生係
・奨学金の申請や受給、返還に関する相談
・学籍（休学退学等）に関する相談
・課外活動に関する相談
・ボランティア活動に関する相談　など

学生係

就職支援係

川嶋 主任主事（学生係）
学生生活でお困りのこ
とがあればお気軽にご
相談くださいね !

竹下 係長（就職支援係）
就職活動は早めの対策
が肝心。分からないこ
とがあればいつでも声
をかけてください。

■ 就職支援係
・就職活動に関する指導
・就職や進路選択のガイダンスの実施
・学生のキャリア支援
・インターンシップに関する相談
・公務員試験対策講座の実施　など
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報

誌
発
行
者
　
田
原
 
健
二

2016
年

10
月

発
行

vol.10
←

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
サ

イ
ト

は
　

こ
ち

ら
か

ら
ア

ク
セ

ス
！

社会で活躍するＭＭＵ卒業生に社会人とし
ての近況を語っていただきました

　
卒
業
し
て
十
数
年
が
経
ち
ま
す
が
、
Ｍ
Ｍ
Ｕ
で
は
当

時
か
ら
異
文
化
実
習
や
公
費
留
学
に
際
し
て
助
成
金
が

支
給
さ
れ
て
い
て
、
と
て
も
留
学
し
や
す
い
環
境
だ
と

思
い
ま
す
。
在
学
生
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か

ら
Ｍ
Ｍ
Ｕ
に
入
学
す
る
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ

大
学
の
留
学
支
援
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
語
学
を
頑

張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
Ｍ
Ｍ
Ｕ
は
先
生
や
同

級
生
と
の
距
離
が
近
い
大
学
で
す
。
人
生
の
支
え
に
な

る
よ
う
な
仲
間
と
出
会
え
る
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
仲
間
と
と
も
に
、
失
敗
を
恐
れ
ず
、
積
極
的

に
目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
く
だ
さ
い
。

山九株式会社
大正 7 年（1918 年）10 月創立。日本と世界 150
拠点を結ぶネットワークによる一般貨物輸送のほか、
重量物・精密機械・美術品等の特殊輸送など、幅広
い物流サービスを提供。また、大型プラントの建設
工事やメンテナンス、さらに顧客の工場構内での原
料受入れから出荷までの操業サポート等のビジネス
ソリューションを手掛ける。社名は、創立時に事業
の基盤としていた山陽・九州地方の頭文字と「サン
キュー（Thank You）」という感謝の気持ちを掛け
合わせたことに由来する。
■事業所　国内支店 40 ／国内会社 51
　　　　　海外現地法人 41 ／駐在員事務所 1
■従業員数　11,151 名［連結 30,926 名］
■東京証券取引所 第 1 部上場、福岡証券取引所上場

（2016 年 3 月 31 日現在）

　
高
校
生
の
頃
、
英
語
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て

「
国
際
的
な
仕
事
に
就
き
た
い
」
と
思
い
Ｍ
Ｍ
Ｕ
に
入

学
し
ま
し
た
。
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
大
学
２
年
次
の

異
文
化
実
習
で
中
国
・
蘇
州
に
行
き
、
中
国
に
興
味
を

抱
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
ね
。
異
文
化
実
習
後
に

公
費
留
学
と
し
て
１
年
間
、
蘇
州
大
学
で
学
び
ま
し
た
。

留
学
選
抜
試
験
を
パ
ス
し
て
行
っ
た
も
の
の
、
初
め
の

こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
話
せ
な
く
て
（
笑
）。 

で
も
、
現
地

で
寮
生
活
を
し
な
が
ら
真
面
目
に
必
死
に
勉
強
し
た
こ

と
で
、
Ｈ
Ｓ
Ｋ
（
中
国
語
検
定
）
で
好
成
績
を
収
め
る

ほ
ど
の
力
を
身
に
付
け
ま
し
た
。

　　
大
学
卒
業
後
は
総
合
物
流
会
社
に
就
職
し
た
の
で
す

が
、
そ
こ
で
の
経
験
を
経
て
自
ら
中
国
に
行
き
、
大
連

に
あ
る
現
地
法
人
（
大
連
山
九
国
際
物
流
有
限
公
司
）

に
転
職
し
ま
し
た
。
大
連
の
現
地
法
人
で
採
用
さ
れ
た

初
め
て
の
日
本
人
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
気
負
い
な

が
ら
も
３
年
間
勤
め
ま
し
た
。
日
系
企
業
な
の
で
、
顧

客
も
基
本
的
に
日
系
も
し
く
は
日
本
国
内
企
業
。
お
客

様
と
中
国
人
ス
タ
ッ
フ
の
間
に
立
ち
、
総
合
的
な
営
業

窓
口
と
し
て
作
業
手
配
や
調
整
、
物
流
提
案
等
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
20
代
で
も
現
地
で
は
日
本
人
と
い
う
だ

け
で
役
職
者
な
の
で
、
や
り
が
い
が
あ
る
反
面
、
中
国

人
ス
タ
ッ
フ
を
統
率
す
る
の
は
一
筋
縄
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

帰
国
後
は
九
州
エ
リ
ア
開
発
営
業
部
に
配
属
さ
れ
、

中
国
で
の
勤
務
経
験
か
ら
、
現
地
の
通
関
や
物
流
事
情

を
理
解
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
帰
国
後
に
取
得
し

た
通
関
士
の
資
格
を
活
か
し
、
現
地
と
打
ち
合
わ
せ
を

し
な
が
ら
お
客
様
に
最
適
な
物
流
提
案
や
作
業
手
配
等

の
総
合
的
な
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
海
か

ら
日
本
各
港
向
け
の
輸
入
作
業
を
手
配
し
て
い
る
の

で
、
現
在
も
毎
週
、
担
当
者
と
は
中
国
語
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
に
日
々
、
海
外
の
取
引
先
と
応
対
し
て
い

る
と
「
仕
事
を
す
る
上
で
、
や
っ
ぱ
り
語
学
っ
て
大
事

だ
な
」
っ
て
思
う
ん
で
す
。
今
は
仕
事
の
傍
ら
、
必
死

に
英
語
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
英
語
が
好
き

だ
っ
た
ん
で
す
が
、
し
ば
ら
く
勉
強
し
て
い
な
い
う
ち

に
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
（
笑
）。

人生の支えになるような
仲間と出会おう。

山九本
店前に

て（北
九州市

門司区
）

山九株式会社
永田 亜紀 さん

（旧姓：工藤）

平成 14 年度卒業生
中国文化論ゼミ


